
現 行 の 品 川 区 総 合 戦 略 に つ い て
１．前 提

〇 品川区総合戦略は、「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、平成27年度に平成31（令和元）年度を終期とする５年間の計画として策定した。
〇 次期総合戦略については、新型コロナウイルス感染症の動向・各施策への影響が未知数であったことから、現行の総合戦略の計画期間を延長して対応してきた。
〇 令和３年度に入り、この間の状況変化等を勘案し、令和４年度を始期とする次期総合戦略を品川区総合実施計画と連動して策定する。

資 料 １

２．現行の総合戦略について

〇 基本目標および施策ごとに設定したＫＰＩ・目標数値は別紙のとおり。
〇 これまでの取り組み（平成27年度～令和２年度）について、下記の基準に基づいて進捗状況をとりまとめると、基本目標の８割弱、施策の７割弱が「Ａ」または「Ｂ」という結果であった。

区分 内 容

Ａ 直近の実績値が「目標数値以上」または「事業完了」だった。

Ｂ 直近の実績値が「目標数値未満」だが、「基準値以上」だった。

Ｃ 直近の実績値が「基準値未満」だった。

Ｄ 算出の前提（根拠等）が計画策定時から変更された。

区分 基本目標 施策

Ａ ４件（44.4％） ２７件（37.5％）

Ｂ ３件（33.3％） ２２件（30.5％）

Ｃ ２件（22.2％） ２１件（29.2％）

Ｄ ０件（00.0％） ２件（ 2.8％）

計 ９件 ７２件
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価
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準
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① ＫＰＩについて 〇 基本的な考え方：ＫＰＩは経年変化を継続的に分析し、改善につなげることが重要であり、計画期間中の修正は最小限にとどめるべき。
〇 令和３年度対応：上記を踏まえ、計画期間を延長するこのタイミングでは、ＫＰＩの修正・新たなＫＰＩの設定は行わないこととする（次期総合戦略を策定する中で検討する）。

② 目標数値について 〇 基本的な考え方：目標数値についても、策定当初に設定した目標数値の達成をめざし、創意工夫をして取り組むことが重要であり、計画期間中の修正は最小限にとどめるべき。
〇 令和３年度対応：上記に加え、新型コロナウイルス感染症の影響が未知数のため、原則として目標数値の修正は行わない。

但し、実質的に形骸化している下記パターンにあたるものは目標数値の修正を行うこととする。

◆パターン①
令和２年度時点で事業が完了

◆パターン②
令和２年度時点で目標を「達成」または「ほぼ達成」
➡「累計実績」を設定しており、令和３年度に令和２年度の目標を超えることが明らかなもの

◆パターン③
令和２年度時点で目標を「達成」または「ほぼ達成」
➡「年間実績」を設定しており、令和３年度に令和２年度の目標を超えることが明らかなもの
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62人 150人 171人 147人
施設利用会員数 －
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（１）進捗状況（評価）

（２）令和３年度のＫＰＩ・目標数値について


